【様式３】（全員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和７年度　主任介護支援専門員更新研修
受　講　確　認　書
　　作成日：令和　　年　　月　　日
	主任介護支援専門員は、地域や所属内での介護支援専門員への助言・指導のほか、地域包括ケアシステムの構築に向けて、地域において指導的役割を担っていく立場であることから、次のような活動を期待されています。

	〔活動例〕
	・市町及び地域包括支援センターと連携した支援困難事例への対応

・市町及び地域包括支援センターが実施する事例検討会等への参加・協力

・市町及び地域包括支援センターが実施する地域ケア会議や研修会等への協力


１　地域や所属内の介護支援専門員への助言・指導、市町や事業所が実施する地域づくりへの参画等について、具体的にご記入ください。
（１）現在実施していること
	


（２）今後取り組みたいこと
	


２　上記の主任介護支援専門員の役割を理解し、研修受講を希望します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属事業所　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

受講者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　印
３　上記の主任介護支援専門員の役割を理解し、受講者を推薦します。
所属事業所（法人）名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
	（参考）
主任介護支援専門員更新研修実施要綱（抜粋）
２　対象者
研修対象者は、次の①から⑤までのいずれかに該当するものであって、主任介護支援専門員研修修了証明書の有効期間がおおむね２年以内に満了する者とする。
なお、特に質の高い研修を実施する観点から、上記の要件以外に、都道府県において実情に応じた受講要件を設定することは差し支えないものとする。
1 介護支援専門員に係る研修の企画、講師やファシリテーターの経験がある者
2 地域包括支援センターや職能団体等が開催する法定外の研修等に年４回以上参加した者
3 日本ケアマネジメント学会が開催する研究大会等において、演題発表等の経験がある者
4 日本ケアマネジメント学会が認定する認定ケアマネジャー
5 主任介護支援専門員の業務に十分な知識と経験を有する者であり、都道府県が適当と認める者


※本人が事業所の代表者の場合、法人の代表者が記入すること。
（本人が個人事業所の代表の場合は、同一でも構わない。）
